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<主なやり取り>

社員は「ありたい姿」を見てもピンとこない！
組合：「ありたい姿」は３０年後をイメージしているということで良いか。

会社：そうである。

組合：あえて今、示す理由、目的は何か。「ありたい姿」の２ページになぜ今

「ありたい姿」かが説明されているが、なぜ今なのかがよく分からない。

「ありたい姿」をグループ会社含めて社員にどう伝えようとしているのか。

会社：コロナ禍でダメージを受け、経営体力の再強化として、収益の拡大と業

務改革の２本柱で行ってきて、経営状況が回復してきたことを節目として、

このタイミングでつくった。

組合：それが節目とする意味は何か。

会社：コロナ禍時に不安を抱いていた。コロナ禍が明けて輸送量が戻ってきた

ものの、支えているのがインバウンドであり、主体のビジネスが戻ってい

ない。収益の拡大と業務改革は取り組んではいるが、この３０年先を見た

ときにもっと力を入れなければならない。将来のゴールを見据えて考えな

ければいけないという意味での節目である。

組合：「ありたい姿」を出すにあたり、会社内で社員はどのように受け止める
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「ありたい姿」は何のために出したのか？！
「令和７年度運営方針について」経営協議会を開催
本部は３月２８日、「令和７年度運営方針について」について経営協議会を

開催しました。

会社より、グループ会社で「ありたい姿」を踏まえて「自由に考え、大いに

議論し、粘れ強くやり抜く」という企業文化を作り上げ、過去のやり方に捉わ

れることなく前例のないことにも挑戦しながら、中長期的な観点で各種施策を

力強く推進する、という説明がされました。

「ありたい姿」は３０年後のビジョンを描いたものであるため、本部は、現

場社員の意識との乖離があり、イメージがつかず、具体的に何をどうしようと

しているのかなどを質問しました。
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のかという議論はされたのか。

会社：会社としては羅針盤と位置づけ、これを見ながら仕事をしてもらいたい

というメッセージを込めたものである。

組合：これを見た社員は、モチベーションが上がっていないのが現状だ。３０

年後は自分は関係ないという人もいれば、後輩を指導するという人もいる

だろう。そういう人を想定しているのか。

会社：しっかり読み込んで、自分の目標を意識してもらうものである。

組合：それではモチベーションは上がらない。職場環境が良くなるとか、賃金

が良くなるとか、見返りがあって初めて働く。読めば分かると、一方的に

言われるとそれで終わってしまう。

会社：３０年後に立ち向かわないといけないのが人口減少社会である。輸送機

関であるのでネガティブな世の中になる。目標地点を定めて、みんなでが

んばりましょうという羅針盤で出した。

組合：「ありたい姿」は来年は改訂されるのか。

会社：短期で変えるものではないが、３０年間見直さないともならない。５年、

１０年で見直すことを決めているのではなく、社会情勢の変化で見直さな

ければならないと考えている。

組合：３０年後の主たる収入源は、東海道新幹線とリニアという考え方で良い

か。

会社：そうである。

組合：「ありたい姿」は、会社が発展を目指すということを社会的にアピール

するためのものなのか。

会社：社員とグループ会社社員向けのものである。

組合：これをどのようにして社員に伝達するのか。

会社：社長のメッセージをつくり、社員が視れるようにしたい。基本的には冊

子である。まずは、２６ページものを読んでいただきたい。

組合：社員間で認識を深めるためには、会社の努力が相当必要である。

組合：「ありたい姿」に追加や付加されたものはあるのか。

会社：真新しいものは書かれていない。従来の取り組みとはあまり変わらない。

「ありたい姿」を出したから運営方針が変わったということではない。

組合：ハッキリ言うと、これでは社員の力にはならないと思う。職場で社員と

話をすべきであり、明日からがんばりましょうと言っても、社員はモヤモ

ヤで終わってしまう。

会社：ワンステップなど、職場で現場長がもう少しかみ砕いて話をする機会は

ある。意見としては伺った。

組合：「ありたい姿」２６ページものを見て、不明点があれば申し入れる。



- 3 -

新大阪駅での万博旅客対策を実施せよ！
組合：今後、大阪・関西万博が開催されると、新大阪駅は拠点になる。現行、

要員実態、旅客誘導、設備など非常に悪い。キャリーバッグを持ったイン

バウンドの旅客がエレベータを使うため、ホームに降りてから改札を出る

まで数十分かかる。設備改善が必要だ。急務な課題だ。行政などとの連携

はどうなのか。

会社：インバウンドが多いことは承知している。多い時間帯はスタッフを配置

している。

組合：弊害が出ていることに対しての対策を早急にした方が良い、ということ

を述べている。考えを聞きたい。

会社：輸送力を設定するだけではなく、安全・安定があり、案内を含めた取り

組みである。万博が始まれば、協会のボランティアが配置されると思う。

組合：流動の多いエレベータが２日間止まっただけで、大変なことになった。

そのような対策も考えなければいけない。

会社：今できるもので、最大限対応することになる。

組合：万博は半年しかない。対策があるようなら教えてほしい。

会社：具体的なオペーレーションについては、関西支社を中心に鉄道事業本部

でオペーレートしていく。協会のスタッフ、行政との連携、非現業からの

応援などを考えていく。設備改善は短期間は難しいので、誘導要員のやり

方次第だと考える。

会社：「新幹線ダメだった」とは思われたくない。個別具体的な質問に対して

は回答できない。そういうことを議論する場ではない。

組合：資料に万博のことを上げてあるので質問した。考え方があれば教えてく

れと言ったまでだ。質問してはいけないと言うのか。

会社：いけなくはない。

組合：その他、不明な点は申し入れる。

以 上

以下、配布された会社資料です。
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